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佐　藤　富　夫

日本労働組合総連合会
北海道連合会

会長　渡部　俊弘

謹んで新春のお慶びを申し上げます 日本労働組合総連合会　北海道連合会（連合北海道）

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　昨年は、産別、地協・地区連合さらには退職者連合など多く
の皆さんのご協力を得て、多岐にわたる課題に果敢に取り組み
一定の成果を得ることができました。
　皆さんのご努力に敬意を表します。
　さて、迎えた2006年は昨年以上に試練の連続になるだろうと
思います。
　まずは、06春季生活闘争において賃金カーブ維持に加えた真
水の水準改善、中小共闘のさらなる強化とパート共闘の確立に
チャレンジします。雇用問題では冬季雇用援護制度の存続をか
けた取り組みが待っています。
　公務員制度課題は、国民のための新たな公務公共サービスの
あり方を提示しつつ、公務員の労働基本権回復に対する世論の

理解を得る取り組みをしなければなりません。また、道財政の
立て直しは、地方公務員の人件費削減課題を含めて、民間と公
務労働者一体となって道民各層の幅広い合意形成に取り組まな
ければなりません。
　そして、歯止めなき労働組合組織率低下の阻止に向けた難し
い課題も、本年はいよいよ本格的行動の時を迎えます。
　また、在日米軍再編計画は、F15の千歳への訓練移転にとどま
らず、日米安保体制の変質につながりかねない国民的課題とし
て注目していかなければなりません。
　そして、勤労者のための政策実現力強化に不可欠な政治闘争は、
昨年の衆院選大敗により雌伏の時を迎えていますが、私たちは
この雌伏の時を経て、必ずや国民、道民の怒りを総結集し反転
攻勢に入ることが可能である、との確信をもって日々の努力を
積み重ねなければなりません。　
　「組合が変わる、社会を変える」…これは連合本部が数年来
にわたり活動方針の冒頭に掲げるスローガンです。「いつの日
にか連合北海道の運動に共鳴、共感し様々な形で共闘してくれ
る勤労者が過半数を超える時代は来る」そのような夢と確信を
胸に今年も連合運動に結集しようではありませんか。
�　連合北海道の運動に連帯してくださる多くの仲間の皆さんの
ご健康とご発展を祈り、新春のご挨拶といたします。
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の に聞く団塊の世代に聞く「第二の人生」

「上司や部下に恵まれてきた」
今井　正一 さん（昭和22年生まれ）

〈Onlineマンスリーれんごう北海道〉　http://www.rengo-hokkaido.gr.jp

　遠くない将来、自分が介護する時代から、
自分が介護される時代になるだろうと思
う。日頃から健康に気をつけているわけ
ではないので、酒や煙草は控えなくては
ならないと思ってはいるのだが、できる
かどうか・・・。
　退職後の生活については、まだ実感は
ない。大きな夢や具体的にやりたいこともことさらあるわけで
なく、あえて言えば平々凡々な生活をすることが夢だろうか。ソ
フトテニスという趣味もあるが、現在腰を痛め中断しており、治
り次第再挑戦を考えている。
　組合活動については、退職後にも要請があれば、連合活動等に
積極的に協力していきたいと思っている。ＯＢ会などで活動し
ていきたい。
　団塊の世代に生まれたということで、嫌だったという記憶は
ない。むしろ会社生活において上司・部下に恵まれてきた。今は
そのことに感謝している。

「“卒業”後の社会変化に注目」
高津　敏雄 さん（昭和24年生まれ）

　団塊の世代として、われわれの世代が“卒
業”した後の社会や会社の変化に注目し
たい。同年代の仲間がいなくなった後、会
社はどうなっていくのだろうか。自負し
ているわけではないが、われわれの年代
は精一杯働いてきたと思っている。それ
だけに、これからどう変わっていくのか
見ていきたい。
　退職後の生活については、少し前まではいろいろと余生を楽し
むことを考えていたのだが、今はむしろ働くことで生き甲斐を見
つけたいと考え始めている。60歳で定年になったからといって、
のほほんとしていられる時代ではない。働ける間は働きたいし、
そうしなくてはいけないかなとも思っている。これまで長年培っ
てきた経験やノウハウを活かせる仕事につければいいのだが・・・。
　また、同世代には、ソフトテニスという共通の趣味を持った仲
間がいる。これをできるだけ長く続けていきたいというのが希
望だ。また、組合活動もさることながら、地域活動にもできるだ
け協力していきたいと思っている。

「今はまだ実感がないが・・・」
小柳　利治 さん（昭和23年生まれ）

　退職後の生活について、先輩方からは「趣
味を持ったほうがいいぞ」とか「今のうち
に退職後のことを決めておいたほうがい
いよ」といったアドバイスはいただいて
いるが、3年後のことでもあるし、日々の
ことで精一杯で、今はまだ何も考えてい
ない。ただ、ずっと共働きで妻は旅行にも
あまり行ったことがないので、いっしょにのんびり旅行でもし
たいとは思っている。
　団塊の世代ということを自分自身で意識したことはないが、
小学校の頃から競争が激しかったという記憶はある。その半面、
友人も多いかもしれない。
　この世代だからということはなく、誰もが経験するような青
春時代を送ってきた。ただ、早くから労働組合活動をしており、
昭和42年の入社以来、毎年のように賃上げ闘争をはじめとする
ストライキがあったし、70年安保前後は政治的な行動もあった。
今の若い人の中にはストライキを知らない人もいるだろうが、
自分なりに充実した活動だったのではないかと思っている。
　「退職者の会」を通して、退職後も組合活動は続けていきたい。
また、ボランティア活動などで地域に貢献したい気持ちもある。
そのためにも、とにかく健康には気を付けていきたい。 「報われない世代かも・・・」

真田　重樹 さん（昭和24年生まれ）

　「団塊の世代」だということはあまり意
識していなかったが、そういえば採用され
た時は、労働者にとって買い手市場だった
せいか、随分と給料は安かったなー。高度
経済成長時代に入ると、残業残業で朝帰り
も日常茶飯事だった。随分と働いたよなー。
　今は、一気にコンピューター時代になっ
てしまったが、随分と世の中変わってしまったような気がするね。
　老後の生活は、不安がいっぱいだな。退職金も減らされるだろ
うし、年金もどんどん少なくなる。再就職といっても、なかなかな
いだろうしね。そして、医療費は増える。カミさんより3年早い定
年となるが、子供もいないし、老人施設にしても、間口が狭くなる
だろうし、きっと高いだろうしね。これまでの様々なしわよせが
一気に来るという感じだね。
　カミさんとはキチンと話したことはないが、実家にお袋を残し
てきており、畑も少しあるので、好きな農業でもやって、自給自足
の生活でもしようかとも考えている。もしかしたら、カミさんも
あうんの呼吸でそう思っているかもしれない。しかし、田舎なんで、
医療のことなどは不安だよな。
　それにしても、「団塊の世代」は大量に生まれ、一斉に就職し、一
斉に退職するのだよね。苦労してきたことが、報われない世代な
のかもしれないね。

「ケセラセラの心持ちで」
中條　明広 さん（昭和24年生まれ）

　最近、「人生の楽園」「月10万円で生活出
来る町村」という番組をよく見ている。定
年などで退職後、あらたな地域であらたな
仕事を見つけて、再出発する家族の話であ
る。自分たちにあてはめているのか、私た
ちの世代は、結構見ているようだ。
　昔の定年後は、ほとんど年金中心で、悠々
自適とまではいかなくても、まぁ、よほどの贅沢でもしない限り
は生活できた。
　今は、そう簡単ではなさそうだ。年金の支給開始年齢が改悪され、
私はちょうど65歳からの支給だ。それでもまだ、基礎年金分は出る。
いずれそれもなくなり、65歳以上でないと一切支給されなくなる。
　団塊の世代以降は、定年以降の生活は安閑としていられないと
いう訳だ。まったくついてない。なんでこうなるの、と愚痴のひと
つも言いたくなる。しかし、どうにもならない。
　定年以降の生活は自分達で考えるしかないようだ。これまで苦
労してきたのだから、これからは、できれば楽しみながら好きな
ことをして、ささやかでも、カミさんと二人でのんびりと暮らし
ていければいいと思っている。どうすればいいのか。そんなこと
今は分からない。きっと厳しいのかもしれないが、でも、なーに、2
～3年考えて生き方を探せば、何とかなるさ。ケセラセラだ。そう
自分に言い聞かせている。

お尋ねします
「定年後の生活設計」

団塊の世代アンケート調査
〈北海道労働者福祉協議会〉

　北海道労働者福祉協議会は昨年10～11月、（社）北海道雇
用経済研究機構と連携して、「団塊の世代」とされる昭和21
～25年生まれの連合北海道組合員1500人を対象に「団塊の
世代アンケート調査」を行った。「団塊の世代」の退職期を迎
え、リタイアする仲間の生涯生活を応援し、生き甲斐のある
環境づくりに資することを目的としたもので、定年後の就
業環境や希望、老後の生活の青写真などについて尋ねている。
その調査結果の一部を紹介する。

最も多いのは「1.年金だけでは足りないので就業を希望する」で
63．1％。また、「2.仕事が生き甲斐であるから就業を希望する」は
4．8％あり、広義の就業希望が合計して7割弱を占めた。他方、「3.
年金だけでは足りないが、働くことに疲れたから希望しない」は
12.1％、「4.のんびりしたいので希望しない」は14.4％、「5.健康
に自信がないから希望しない」は4.0％だった。

Q.定年退職後の就業希望についてお聞かせ下さい。

■就業環境について

1.年金だけでは足りないので就業を希望する
2.仕事が生き甲斐であるから就業を希望する
3.年金だけでは足りないが、働くことに疲れたから希望しない
4.そこそこの生活が出来るから、のんびりしたいので希望しない
5.健康に自信がないから希望しない

A

断然多かったのが「1.収入が減少すること」で78．6％。次いで
「2.自身の健康」が58．0％、「3.家族の健康」が44．7％だった。

Q.定年退職後、一番気がかりなことをお聞かせく
ださい。

■老後の生活の青写真について

1.収入が減少すること　2.ご自身の健康
3.家族の健康　4.老親との同居
5.労働組合との関わりが無くなること
6.会社・企業との関わりが無くなること
7.その他

A
（
複
数
回
答
）

連合北海道が検討している「生涯組合員構想」について尋ねた。
生涯組合員として「1.参加したいと思う」が20.5％、「2.その時に
なって判断する」が49.7％、また「3.参加しない」は27.5％だった。

Q.あなたは退職後、「生涯組合員」として参加した
いと思いますか。

■労働福祉事業について

1.参加したいと思う　2.その時になって判断する　3.参加しないA

「1.趣味」と答えた人が断然多く81．7％、次いで「2.地域活動（社
会貢献）」が27．2％だった。「3.仕事」が生きがいと答えた人は
13．6％と低かった。

Q.定年退職後の生きがいについてお聞かせ下さい。

1.仕事　2.趣味
3.やりがいのある地域活動（社会貢献）
4.休息　5.その他

A

「もうすぐ還暦」
道幸　哲也 さん（北大教授・昭和22年生まれ）

　1947年生まれは、もうすぐ還暦になる。
「もうすぐ」という表現は「もうすぐお正月」
とか「もうすぐクリスマス」とか なにか
心躍るニュアンスがある。もうすぐ還暦
となると先が見えたことを意味する。
　景気の拡大基調があるとはいえ、失業
率は高く、格差社会化は顕著である。労働
組合の組織率も18％近くに低迷している。先が見えたとはいえ、
これではおちおちリタイアもできない。そこで、初心に返ってな
ぜ労働法に興味を持ったかを述べたい。
　小学校低学年では、午前授業と午後のそれがあった。中学校で
は70人学級という例さえあり、札幌の某有名進学校は1学年20ク
ラスだった。今思うと超すし詰めの中で学校時代を過ごしたが、
あまり不便も感じず、のんびりしたものであった。
　そんな中で、社会や労働に興味を持ったのは中学時代にニュ
ースで見た三井三池の炭労の大争議であった。また、この一連の
争議のことを書いた後藤象二郎弁護士の『労働者の法律問題』と
いう岩波新書を高校時代に読んだのが決定的であった。こんな
おもしろい世界があるのかと思った。その後、1969-70年の政治
的争乱状態の中なんとか大学院に入り、労働組合法の研究を始
めた。あれから35年以上たったが、まだよくわからないことが多
い。もうすぐ還暦なのに。

退職後の夢は？ 生活は？ 組合活動は？退職後の夢は？ 生活は？ 組合活動は？

団塊世代の大量退職時代が2007年度から始まる。連合北海道は生涯組合員構想を掲げているが、同世代
の人々は第二の人生設計をどのように描いているのか、また、退職後、組合活動にはどのように関わっ
ていく意向なのか──。昭和20年代前半生まれの方々6人にお聞きした。
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新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願い申し上げます。

北海道労働金庫

理事長

船 水 　 博
〒060－0001
札幌市中央区北1条西5丁目

TEL.（011）271－2101

理事長

桐 井 住 男
〒060－0034
札幌市中央区北4条東2丁目

TEL.（011）221－3354

理事長

船 水 　 博
〒060－0004
札幌市中央区北4条西12丁目
ほくろうビル5F

TEL.（011）251－7560

副理事長 小野弘也
理事長 鈴木　豊

〒004－0861
札幌市清田区北野1条1丁目

TEL.（011）883－0121

理事長

峯 後 樹 雄
〒060－0001
札幌市中央区北1条西4丁目
大和りそなビル8F

TEL.（011）241－3511

新

選ぶ安心。充実プラン。

全国労働者共済生活協同組合連合会

北   海   道
北海道労働者共済生活協同組合
〒060ｰ0001札幌市中央区北1条西4丁目
大和あさひビル8F 　（011）241ｰ3511

住まいのご相談は
住宅生協へ

札幌緑愛病院
北海道労働者
福祉協議会

北海道医療生活協同組合

働く人の健康を
守ります。
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■白マスの文字を並べると、おめでたい言葉に─。

［よこのかぎ］
1．おめでたいのは竹、梅とこれ。
3．これが被害をもたらすことも…。
7．正月用の花の一つ。
9．○○○葉書：お年玉つきです。
10．昆布に田作に黒豆に…。
12．甥に対して…。
13．たくさん。
15．ここで家族だんらん。
16．○○○の特産品。
18．祖国への攻撃を知ったショパンが書いた
「○○○○のエチュード」
20．あとで回って来ます。
22．獅子が披露してくれます。
23．サッカー・ラグビーの反則。
26．他人のために焼きます。
28．私はこの政党を○○します。
29．風呂の苦手な妖怪です。

［たてのかぎ］
1．寒さを防ぎます。（○○ラー）
2．山イモの別名。
3．西高東低といえば…。
4．100回言えば本当になる？
5．琵琶湖産が有名な鮎の稚魚です。
6．これでは餅を作れません。
8．夏の○○、冬の○○。
11．これをみて寿命を診断。
12．込み合っています。
14．一富士、二○○、三なすび
17．○○○の判断。
19．歌舞伎役者の顔に施されています。
21．通過します。
24．日本一高い。
25．縄文式、弥生式などがあります。
27．陥らないよう御用心。 

寅

精神的にはゆと
りがあり、安定
した年になりそう。
衣食住など生活
環境も豊かに。
少し気が緩みが
ちなので、慎重
に行動を。 卯

精神的に不安定で、
イライラしたり
気苦労が多くな
りそう。ただ、能
力や才能を発揮
できる時期。積
極的に新しいこ
とにもチャレンジ。

辰

感受性や感性が
鋭くなり、頭の回
転がスピードア
ップ。精神面では
ナーバスになり
やすく、細かいこ
とに気が立って
しまうことも。 巳

活気に満ち、新し
いことが始まる年。
良いアイデアが
浮かんだり、発想
が豊かに。仕事で
はリーダーシッ
プを発揮できる
年になりそう。 午

活力が出てくる
ので、多くのこ
とを実行したく
なる年に。ただし、
不安定な運勢な
ので、冒険は控
えたほうが吉。 未

細かいことにこ
だわる傾向が強
くなりそう。し
かし、まかされ
た仕事を順調に
仕上げることが
でき、実績を残
せます。

申

変動の年で、いろ
いろな出来事が
起こる傾向.身の
まわりの状況や
環境が変わって
いくことも。充実
はしていますが、
忙しそうな年。 酉

自分に自信がもて、
活発で勢いのあ
る年。周囲の人
を引きつけ、仲
間内では人気者に。
新しい企画や資
格試験には良い
時期。 戌

信念や探究心が
とても強くなり
そうな年。ただ、
こだわりが強く
なるため、周囲
の人とのコミュ
ニケーションに
注意が必要。 亥

これまでよりも
行動範囲が広く
なったり、人との
交流が多くなって、
幸運が訪れる年に。
ビジネス面でも
飛躍するチャン
スがありそう。

丑

これまでの積み
重ねが周囲の人
に評価されやす
い年。賞をもらっ
たり懸賞に当た
ったりすることも。
ただ、浪費にはく
れぐれもご注意。子

人との輪が広が
りやすい年。こ
れからの人生に
影響を与えるよ
うな素晴らしい
出会いがあるかも。
精神的に安定し、
心が豊かに。

お年玉プレゼント！ 正解者の中から抽選で正解者の中から抽選で1組（2名様）名様）を支笏湖観光ホテルを支笏湖観光ホテル「湖水館」「湖水館」ご招待ご招待（1泊2食・平日利用）正解者の中から抽選で1組（2名様）を支笏湖観光ホテル「湖水館」ご招待

答え

フ
ク

サ

オ

メ
ロ

ヒ
ル

《応募方法》「新春パズル」と明記し、パズルの答えとともに以下の点をお書き添えの上、
官製ハガキか連合北海道ホームページ上からE-MAILでご応募ください。
【お名前・ご住所・電話番号・所属組合名】　http://www.rengo-hokkaido.gr.jp/

２００６年
干支占い
２００６年
干支占い

◆◆◆◆◆◆「あなたの今年はどんな年？」　生まれ年の干支で運勢を占います。◆◆◆◆◆◆

「ゆに・ぽん」は連合北海道の組合
員とその家族の福利厚生を目的に
制作され、制作には組合費を一切
使っておりません。掲載されてい
る施設からの掲載料で作成されて

本紙に掲載のすべての予約の必要な諸施設、旅館ホテルを
ご利用の際には、連合北海道の組合員であることをお申し
出ください。

れんごう組合員の
クーポン誌

ゆに・ぽん
今
度
の
休
み

　
　
ど
こ
へ
行
く
？
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冬
※ゆに・ぽんは UNION（労働組合）とCoupon（クーポン券）を合わせた造語です

ゆ
に
・
ぽ
ん
好
評
配
布
中！

いっぱい使ってネ！

　◎応募締切：2006年2月15日着まで

（1泊2食・平日利用）


